
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

誤

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

優

良

図

書

の

推

奨

男

女

共

同

参

画

青

少

年

課

○

有

害

図

書

の

指

定

〃

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

の

辞

退

○

構

造

計

算

適

合

性

判

定

を

委

任

し

た

指

定

構

造

建

築

指

導

課

計

算

適

合

性

判

定

機

関

か

ら

の

変

更

の

届

出

【

公

告

】

○

国

土

調

査

の

成

果

の

認

証

中

山

間

・

地

域

振

興

課

○

一

般

競

争

入

札

の

実

施

警

察

本

部

会

計

課

【

教

育

委

員

会

】

○

岡

山

県

立

学

校

に

お

け

る

学

校

運

営

協

議

会

の

教

育

委

員

会

設

置

等

に

関

す

る

規

則

（

県

例

規

集

登

載

）

【

内

水

面

漁

場

管

理

委

員

会

】

○

第

二

百

三

十

三

回

岡

山

県

内

水

面

漁

場

管

理

委

内

水

面

漁

場

管

理

委

員

会

の

開

催

員

会

【

正

誤

】

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

の

届

出

の

縦

覧

の

正

経

営

支

援

課

岡

山

県

公

報

令和元年６月１１日 第１２０９９号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
七
十
八
号

。

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

第
七
条
の
規
定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
特
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
推
奨
す
る

）
（

、

令
和
元
年
六
月
十
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

番
号

図
書

名
著

者
発

行
所

対
象

１
ど

う
ぶ

つ
パ

ン
や

さ
ん

さ
と

う
め

ぐ
み

作
・

絵
ひ

か
り

の
く

に
幼

児

２
へ

い
わ

と
せ

ん
そ

う
た

に
か

わ
し

ゅ
ん

た
ろ

う
文

ブ
ロ

ン
ズ

新
社

小
学

生
（

低
）

Ｎ
ｏ

ｒ
ｉ

ｔ
ａ

ｋ
ｅ

絵

３
す

ご
い

ぞ
、

さ
か

立
ち

す
る

文
字

！
ア

ン
ビ

グ
ラ

ム
暗

号
の

な
ぞ

ノ
ム

ラ
イ

ッ
セ

イ
作

角
川

書
店

〃
（

中
）

フ
ル

カ
ワ

マ
モ

る
絵

４
さ

わ
っ

て
学

べ
る

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
図

鑑
キ

キ
・

プ
ロ

ッ
ツ

マ
ン

文
学

研
プ

ラ
ス

〃
（

中
）

石
戸

奈
々

子
翻

訳
・

監
修

５
チ

ェ
ン

ジ
・

ザ
・

ワ
ー

ル
ド

！
世

界
を

変
え

た
１

４
人

の
女

性
た

ち
ス

ー
ザ

ン
・

フ
ッ

ド
文

フ
レ

ー
ベ

ル
館

〃
（

中
）

１
３

人
の

す
ば

ら
し

き
女

性
画

家
絵

渋
谷

弘
子

訳

６
チ

ギ
ー

タ
！

蒔
田

浩
平

作
ポ

プ
ラ

社
〃

（
高

）

佐
藤

真
紀

子
絵

７
災

害
に

あ
っ

た
ペ

ッ
ト

を
救

え
高

橋
う

ら
ら

著
小

峰
書

店
〃

（
高

）

８
キ

ャ
プ

テ
ン

マ
ー

ク
と

銭
湯

と
佐

藤
い

つ
子

作
角

川
書

店
中

学
生

佐
藤

真
紀

子
絵

９
夢

見
る

人
パ

ム
・

ム
ニ

ョ
ス

・
ラ

イ
ア

ン
作

岩
波

書
店

〃

ピ
ー

タ
ー

・
シ

ス
絵

原
田

勝
訳
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
七
十
九
号

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

第
十
条
第
一
項
の
規

）
（

定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

、

。

令
和
元
年
六
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番
号

種
別

名
称

発
行

者
等

１
月

刊
誌

封
印

お
宝

ス
キ

ャ
ン

ダ
ル

２
０

１
９

年
６

月
号

マ
イ

ウ
ェ

イ
出

版

ｖ
ｏ

ｌ
．

０
０

９

２
〃

恋
愛

宣
言

Ｐ
Ｉ

Ｎ
Ｋ

Ｙ
２

０
１

９
年

６
月

号
秋

水
社

３
雑

誌
週

刊
実

話
ザ

・
タ

ブ
ー

７
月

６
日

号
日

本
ジ

ャ
ー

ナ
ル

出
版

４
〃

封
印

解
禁

戦
慄

の
真

相
究

明
フ

ァ
イ

ル
ダ

イ
ア

プ
レ

ス

令和元年６月１１日　岡山県公報　第１２０９９号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
八
十
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

令
和
元
年
六
月
十
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

辞
退
年
月
日

圓
ク
リ
ニ
ィ
ク

倉
敷
市
松
島
一
〇
八
二

八

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

－
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
八
十
一
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
八
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
、
構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
委
任
し
た
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更

の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
六
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
名
称

株
式
会
社
国
際
確
認
検
査
セ
ン
タ
ー

二

変
更
の
内
容

指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
住
所
の
変
更

新
：
東
京
都
中
央
区
京
橋
二
丁
目
八
番
七
号

旧
：
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
北
浜
三
丁
目
七
番
一
二
号

三

変
更
の
年
月
日

令
和
元
年
六
月
一
日

令和元年６月１１日　岡山県公報　第１２０９９号



〔
二
二
五
〕
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
。

令
和
元
年
六
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

調
査
を
行
っ
た
期
間

成
果
の
名
称

認

証

年

月

日

調
査
を
行
っ

調
査
を
行
っ

た
者
の
名
称

た

地

域

真

庭

市

平
成
二
十
九
年
四
月

真
庭
市

田
原
の
一
部

令
和
元
年
六
月
四
日

～

地
籍
図
及
び

平
成
三
十
一
年
三
月

地
籍
簿

真

庭

市

平
成
二
十
九
年
四
月

真
庭
市

勝
山
の
一
部

令
和
元
年
六
月
四
日

～

地
籍
図
及
び

平
成
三
十
一
年
三
月

地
籍
簿

里

庄

町

平
成
二
十
九
年
五
月

里
庄
町

大
字
里
見
の

令
和
元
年
六
月
四
日

～

地
籍
図
及
び

一
部
①

平
成
三
十
一
年
二
月

地
籍
簿

里

庄

町

平
成
二
十
九
年
五
月

里
庄
町

大
字
里
見
の

令
和
元
年
六
月
四
日

～

地
籍
図
及
び

一
部
③

平
成
三
十
一
年
二
月

地
籍
簿

令和元年６月１１日　岡山県公報　第１２０９９号



二
二
六

政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

〔
〕

、

。

札
を
実
施
す
る

令
和
元
年
六
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
調
達
内
容

(
1
)
借
入
件
名
及
び
数
量

交
通
事
故
現
場
図
化
用
機
器

一
式

(
2
)
借
入
物
件
の
特
質
等

入
札
説
明
書
及
び
借
入
仕
様
書
（
以
下
「
入
札
説
明
書
等
」
と
い
う
）
に
よ
る
。

。

(
3
)
借
入
期
間

令
和
元
年
1
1
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
1
0
月
3
1
日
ま
で

(
4
)
借
入
場
所

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

(
5
)
入
札
方
法

入
札
金
額
は
，
全
て
の
借
入
物
件
の
本
体
価
格
の
ほ
か
，
輸
送
費
及
び
入
札
説
明
書
等
に
記
載

す
る
作
業
等
に
要
す
る
一
切
の
諸
経
費
を
含
め
た
額
と
し
，
１
月
当
た
り
の
単
価
（
本
件
借
入
れ

に
係
る
物
件
を
５
年
間
借
り
受
け
る
も
の
と
し
て
算
定
し
た
リ
ー
ス
料
総
額
の
6
0
分
の
１
に
相
当

す
る
額
）
を
記
載
す
る
こ
と
。
な
お
，
落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
，
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額

に
当
該
金
額
の
1
0
0
分
の
８
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数

が
あ
る
と
き
は
，
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る

。

の
で
，
入
札
者
は
，
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ

る
か
を
問
わ
ず
，
見
積
も
っ
た
契
約
金
額
の
1
0
8
分
の
1
0
0
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す

る
こ
と
。

２
競
争
入
札
参
加
資
格

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

(
1
)
令
和
元
年
度
に
県
が
発
注
す
る
物
品
の
調
達
契
約
で
あ
っ
て
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特

定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
７
年
政
令
第
3
7
2
号
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
（
平
成
3
1
年
岡
山
県
告
示
第
3
0
号
（
物

品
の
売
買
，
修
理
等
の
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
，
資
格
審
査
の
申
請
手
続
等
。

以
下
「
資
格
告
示
」
と
い
う
）
に
定
め
る
資
格
を
い
う
）
を
得
て
い
る
者
で
，
格
付
区
分
が

。
。
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Ａ
で
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
2
2
年
政
令
第
1
6
号
）
第
1
6
7
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
該
当
し
な

い
者
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
，
物
品
の
売
買
，
修
理
等
の

契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
条
件
付
）
参
加
資
格
者
の
資
格
審
査
要
領
（
平
成
1
9
年
岡
山
県
告

示
第
3
0
6
号
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
参
加
の
停
止
の
措
置
を
受
け
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

(
4
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
，
物
品
の
売
買
，
修
理
等
の

契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
条
件
付
）
参
加
除
外
等
要
領
に
基
づ
く
入
札
参
加
除
外
の
措
置
を

受
け
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

(
5
)
民
事
再
生
法
（
平
成
1
1
年
法
律
第
2
2
5
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て

い
る
者
又
は
会
社
更
生
法
（
平
成
1
4
年
法
律
第
1
5
4
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が

な
さ
れ
て
い
る
者
（
再
生
手
続
開
始
の
決
定
又
は
更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
い
る
者
を
除

く
）
で
な
い
こ
と
。

。

３
競
争
入
札
参
加
資
格
の
申
請
手
続

こ
の
一
般
競
争
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者
で
，
２
(
1
)
の
資
格
を
得
て
い
な
い
も
の
は
，
資

格
告
示
に
基
づ
き
申
請
手
続
を
行
う
こ
と
。

(
1
)
申
請
書
の
入
手
先
，
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
管
理
班
（
岡
山
県
庁
２
階
）

電
話
（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
5
3
8

(
2
)
申
請
書
の
提
出
期
限

令
和
元
年
７
月
2
9
日
（
月
）

午
後
４
時

４
入
札
書
の
提
出
場
所
等

(
1
)
入
札
書
の
提
出
場
所
，
契
約
条
項
を
示
す
場
所
，
入
札
説
明
書
等
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ

せ
先〒
7
0
0
－
8
5
1
2
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
契
約
担
当

電
話
（
0
8
6
）
2
3
4
－
0
1
1
0
内
線
2
2
1
6

(
2
)
入
札
説
明
書
等
の
交
付
期
間
及
び
交
付
方
法

ア
交
付
期
間
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令
和
元
年
６
月
1
1
日
（
火
）
か
ら
同
年
７
月
2
9
日
（
月
）
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る

条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
２
号
）
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く
）
。

イ
交
付
方
法

(
1
)
の
場
所
に
て
交
付
す
る
。

ま
た
，
郵
送
に
よ
る
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
，
交
付
に
必
要
な
期
間
を
十
分
に
考
慮
し
，

，
。

，
返
信
用
封
筒
及
び
返
信
に
必
要
な
切
手
等
を
同
封
し

(
1
)
の
場
所
に
請
求
す
る
こ
と

な
お

交
付
す
る
入
札
説
明
書
等
は
，
縦
2
9
7
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
，
横
2
1
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
，
重
さ
1
2
0
グ

ラ
ム
で
あ
る
の
で
，
注
意
す
る
こ
と
。

(
3
)
入
札
書
の
受
領
期
限

令
和
元
年
７
月
3
1
日
（
水
）

午
後
４
時

(
4
)
開
札
の
日
時
及
び
場
所

令
和
元
年
８
月
１
日
（
木
）

午
前
1
1
時

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
分
室
（
岡
山
県
庁
地
下
１
階
）

５
そ
の
他

(
1
)
入
札
及
び
契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

(
2
)
入
札
保
証
金

（
）

。
岡
山
県
財
務
規
則
昭
和
6
1
年
岡
山
県
規
則
第
８
号
第
1
3
1
条
及
び
第
1
3
3
条
の
規
定
に
よ
る

(
3
)
契
約
保
証
金

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
5
3
条
及
び
第
1
5
5
条
の
規
定
に
よ
る
。

(
4
)
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
，
入
札
書
を
受
領
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
と
と

も
に
，
入
札
説
明
書
に
示
す
書
類
を
作
成
し
，
令
和
元
年
７
月
2
9
日
（
月
）
午
後
４
時
ま
で
に
，

入
札
説
明
書
で
示
す
場
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
，
入
札
参
加
希
望
者
は
，
契
約
担
当
者
か
ら
提
出
し
た
書
類
等
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ

た
場
合
に
は
，
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
5
)
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
，
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義

務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
そ
の
他
岡
山
県
財
務
規
則
第
1
4
0
条
各
号
に
掲
げ
る
入
札
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に
係
る
入
札
書
は
，
無
効
と
す
る
。

(
6
)
契
約
書
作
成
の
要
否

要

(
7
)
落
札
者
の
決
定
方
法

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
3
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内

で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

(
8
)
適
用
税
率

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
基
づ
く
契
約
の
契
約
金
額
に
係
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
額
が
変

更
と
な
る
場
合
は
、
当
該
契
約
の
変
更
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。

(
9
)
そ
の
他

詳
細
は
，
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

６
S
u
m
m
a
r
y

(
1
)
N
a
m
e
a
n
d
q
u
a
n
t
i
t
y
o
f
t
h
e
p
r
o
d
u
c
t
s
t
o
b
e
l
e
a
s
e
d
:

D
i
g
i
t
a
l
s
t
e
r
e
o
c
a
m
e
r
a
s
y
s
t
e
m
２
s
e
t
a
n
d
D
i
g
i
t
a
l
p
h
o
t
o
g
r
a
m
m
e
t
r
i
c
a
n
a
l
y
s
i
s

s
y
s
t
e
m
１
s
e
t

(
2
)
L
e
a
s
e
p
e
r
i
o
d
:

F
r
o
m
１
N
o
v
e
m
b
e
r
,
2
0
1
9
t
h
r
o
u
g
h
3
1
O
c
t
o
b
e
r
,
2
0
2
4

(
3
)
D
e
l
i
v
e
r
y
p
l
a
c
e
:

S
p
e
c
i
f
i
e
d
i
n
t
h
e
b
i
d
e
x
p
l
a
n
a
t
i
o
n
f
o
r
m

(
4
)
T
i
m
e
l
i
m
i
t
f
o
r
t
e
n
d
e
r
:

４
:
0
0
P
.
M
.
3
1
J
u
l
y
,
2
0
1
9

(
5
)
C
o
n
t
a
c
t
p
o
i
n
t
f
o
r
t
h
e
n
o
t
i
c
e
：

F
i
n
a
n
c
e
S
e
c
t
i
o
n
,
O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
P
o
l
i
c
e
H
e
a
d
q
u
a
r
t
e
r
s

２
－
４
－
６
U
c
h
i
s
a
n
g
e
,
K
i
t
a
－
k
u
,
O
k
a
y
a
m
a
－
s
h
i
,
O
k
a
y
a
m
a
－
k
e
n
,
7
0
0
－
8
5
1
2
,

J
a
p
a
n

T
e
l
e
p
h
o
n
e
:
0
8
6
－
2
3
4
－
0
1
1
0
,
E
x
t
.
2
2
1
6
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◎
岡
山
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号

岡
山
県
立
学
校
に
お
け
る
学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
六
月
十
一
日

岡

山

県

教

育

委

員

会

岡
山
県
立
学
校
に
お
け
る
学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則

（
目
的
）こ

の
規
則
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第

第
一
条

百
六
十
二
号

以
下

法

と
い
う

第
四
十
七
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き

岡
山
県
立
学
校

以

。

「

」

。
）

、

（

下
「
学
校
」
と
い
う

）
に
お
け
る
学
校
運
営
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う

）
の
設
置
等

。

。

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
設
置
等
）

法
第
四
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
岡
山
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員

第
二
条

会
」
と
い
う

）
は
、
学
校
ご
と
に
協
議
会
を
置
く
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

。

２

教
育
委
員
会
は
、
協
議
会
を
置
こ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
対
象
学
校
（
当
該
協
議
会

が
そ
の
運
営
及
び
当
該
運
営
へ
の
必
要
な
支
援
に
関
し
て
協
議
す
る
学
校
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
。

の
校
長
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

（
組
織
）協

議
会
の
委
員
（
以
下
「
委
員
」
と
い
う

）
は
、
十
五
名
以
内
と
し
、
法
第
四
十
七
条
の

第
三
条

。

六
第
二
項
第
四
号
の
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
教
育
委
員

会
が
任
命
す
る
者
と
す
る
。

一

対
象
学
校
の
校
長
そ
の
他
の
職
員

二

学
識
経
験
の
あ
る
者

三

関
係
機
関
の
職
員

四

そ
の
他
教
育
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る
者

２

教
育
委
員
会
は
、
委
員
を
任
命
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
対
象
学
校
の
校
長
の
意

見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

（
学
校
の
運
営
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
に
定
め
る
事
項
等
）

法
第
四
十
七
条
の
六
第
四
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と

第
四
条

す
る
。

一

経
営
計
画
に
関
す
る
事
項
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二

組
織
編
制
に
関
す
る
事
項

三

予
算
執
行
に
関
す
る
事
項

四

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
事
項

２

対
象
学
校
の
校
長
は
、
法
第
四
十
七
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
得
た
基
本
的
な
方
針

に
従
い
、
当
該
対
象
学
校
の
運
営
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
意
見
の
聴
取
）

協
議
会
は
、
法
第
四
十
七
条
の
六
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
教
育
委
員
会
に
対
し
て
意
見
を
述

第
五
条

べ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
対
象
学
校
の
校
長
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

（
職
員
の
任
用
に
関
す
る
意
見
の
対
象
と
な
る
事
項
等
）

法
第
四
十
七
条
の
六
第
七
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
対
象
学
校
の
運
営
に

第
六
条

関
す
る
基
本
的
な
方
針
の
実
現
に
資
す
る
職
員
の
任
用
に
関
す
る
事
項
（
特
定
の
個
人
に
係
る
も
の

を
除
く

）
と
す
る
。

。

２

前
条
の
規
定
は
、
法
第
四
十
七
条
の
六
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
会
が
教
育
委
員
会
に
対
し
て

意
見
を
述
べ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
学
校
の
運
営
に
関
す
る
評
価
）

協
議
会
は
、
対
象
学
校
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
毎
年
度
一
回
、
評
価
を
行
う

第
七
条

も
の
と
す
る
。

（
委
員
の
任
期
）

委
員
の
任
期
は
、
任
命
の
日
か
ら
同
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
と
す
る
。

第
八
条

２

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
員
の
服
務
）

委
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
が
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た

第
九
条

後
も
同
様
と
す
る
。

２

委
員
は
、
在
任
中
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

協
議
会
及
び
対
象
学
校
の
運
営
に
著
し
い
支
障
を
来
す
言
動
を
行
う
こ
と
。

二

委
員
と
し
て
の
地
位
を
営
利
行
為
、
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
等
に
不
当
に
利
用
す
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
言
動
を
行
う
こ
と
。

（
委
員
の
解
任
）

教
育
委
員
会
は
、
委
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
委
員
を
解
任

第
十
条

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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一

辞
任
の
申
出
を
行
っ
た
と
き
。

二

前
条
（
第
一
項
後
段
を
除
く

）
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

。

三

心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

２

教
育
委
員
会
は
、
委
員
を
解
任
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
対
象
学
校
の
校
長
の
意

見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

３

教
育
委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
委
員
を
解
任
す
る
と
き
は
、
当
該
委
員
に
対
し
て
そ
の

理
由
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
会
長
及
び
副
会
長
）

協
議
会
に
、
会
長
及
び
副
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
。

第
十
一
条

２

会
長
は
、
協
議
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
理
す
る
。

３

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
又
は
会
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
そ
の

職
務
を
代
理
す
る
。

（
会
議
）

協
議
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
し
、
会
長
が
議
長
と
な
る
。

第
十
二
条

２

協
議
会
は
、
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

協
議
会
の
議
事
は
、
出
席
し
た
委
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
場
合
は
、
議
長
の
決
す
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

４

議
決
事
項
に
つ
い
て
、
利
害
関
係
を
有
す
る
委
員
は
、
当
該
議
決
事
項
に
関
し
て
議
決
権
を
有
し

な
い
も
の
と
す
る
。

（
会
議
の
公
開
）

協
議
会
の
会
議
は
、
公
開
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
職
員
の
採
用
そ
の
他
の
任
用
に

第
十
三
条

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
す
る
場
合
そ
の
他
協
議
会
が
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

２

協
議
会
の
会
議
を
傍
聴
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
会
長
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

傍
聴
人
は
、
会
議
の
進
行
を
妨
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
指
導
及
び
助
言
等
）

、

、

、

第
十
四
条

教
育
委
員
会
は

協
議
会
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
的
確
な
把
握
を
行
い

必
要
に
応
じ
て

協
議
会
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

教
育
委
員
会
及
び
対
象
学
校
の
校
長
は
、
協
議
会
が
適
切
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
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情
報
の
提
供
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
適
正
な
運
営
の
確
保
に
必
要
な
措
置
に
係
る
通
知
）

教
育
委
員
会
は
、
法
第
四
十
七
条
の
六
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
協
議
会
の
適
正
な
運
営

第
十
五
条

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
理
由
を
付
し
て
そ

の
旨
を
書
面
に
よ
り
対
象
学
校
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
委
任
）

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
運
営
そ
の
他
協
議
会
に
関
し
必
要
な
事
項

第
十
六
条

は
、
教
育
委
員
会
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
岡
山
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

２

岡
山
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
三
年
岡
山
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
次
条
に
規
定
す
る
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
す
る
学
校
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

第
七
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

学
校
に
、
学
校
運
営
協
議
会
を
置
く
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
条
の
二

２

学
校
運
営
協
議
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。
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◎
岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
公
示
第
二
号

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
規
程
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
百
三
十
三
回
岡

山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

令
和
元
年
六
月
十
一
日

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会

長

加

藤

卓

夫

一

日
時

令
和
元
年
六
月
二
十
七
日
（
木
）

午
後
二
時
か
ら

二

場
所

岡
山
市
北
区
丸
の
内
一
丁
目
九
番
六
号

児
島
湾
漁
村
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
六
）
二
二
五

三
八
五
四

－

三

議
題

第
一
号
議
案

第
五
種
共
同
漁
業
権
に
係
る
遊
漁
規
則
の
変
更
に
つ
い
て
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〔

〕

（

）

九

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日
付
け
公
布
岡
山
県
公
告

大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
の
縦
覧

に
誤
り
が
あ
っ
た
。

頁
・
行

誤

正

一
・
終
わ
り
か

出
井

武
美

井
出

武
美

ら
七

一
・
終
わ
り
か

ら
一
五
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